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Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｔ
Ｌ
Ｅ
コ
ラ
ム「
乳
脂
肪
対
策
」

全
国
酪
農
業
協
同
組
合
連
合
会　

大
阪
支
所　

中
四
国
事
務
所　

亀
岡　

祐
斗

　

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

暖
か
い
季
節
を
超
え
、
牛
に
と
っ
て
も

人
に
と
っ
て
も
暑
い
季
節
が
今
年
も
や
っ

て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
暑
熱
期
の
乳
脂
肪
対
策
に
つ
い

て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま

す
。

　

乳
脂
肪
低
下
は
暑
い
時
期
の
課
題
の
一

つ
か
と
思
い
ま
す
。

　

本
格
的
な
夏
が
始
ま
る
前
に
、
乳
脂
肪

に
つ
い
て
い
く
つ
か
確
認
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

乳
脂
肪
合
成
の
仕
組
み

　

給
与
さ
れ
た
飼
料
が
ル
ー
メ
ン
内
で
発

酵
し
、
揮
発
性
脂
肪
酸
（
Ｖ
Ｆ
Ａ
）
を
生

産
し
ま
す
。
生
産
さ
れ
た
Ｖ
Ｆ
Ａ
は
牛
自

身
に
利
用
さ
れ
る
他
、
乳
脂
肪
合
成
の
基

（
デ
ノ
ボ
脂
肪
酸
、ミ
ッ
ク
ス
ド
脂
肪
酸
）

と
な
り
ま
す
。
乳
脂
肪
全
体
の
お
よ
そ
半

分
を
占
め
ま
す
。

　

そ
の
他
に
、
体
脂
肪
動
員
や
飼
料
由
来

の
油
脂
（
ミ
ッ
ク
ス
ド
脂
肪
酸
、
プ
レ

フ
ォ
ー
ム
ド
脂
肪
酸
）
が
利
用
さ
れ
、
乳

脂
肪
と
な
り
ま
す
。

乳
脂
肪
に
影
響
を
与
え
る
要
因

　

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
乳
脂
肪
生
産
に
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

大
別
す
る
と
栄
養
的
な
要
因
と
、
そ
れ

以
外
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

性
の
良
い
粗
飼
料
の
給
与
）

・
脂
肪
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
の
給
与

・
高
Ｎ
Ｅ
Ｆ
Ａ
血
症
（
※
分
娩
直
後
な
ど

は
代
謝
異
常
に
よ
り
過
剰
な
体
脂
肪
動

員
が
起
こ
り
や
す
い
で
す
。
産
後
の
疾

病
を
防
ぐ
た
め
に
、
高
Ｎ
Ｅ
Ｆ
Ａ
血
症

に
さ
せ
な
い
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
）

︿
栄
養
要
因
以
外
﹀

・
遺
伝

・
泌
乳
ス
テ
ー
ジ

・
環
境（
気
温
、湿
度
、風
速
、換
気
な
ど
）

・
管
理
形
態
（
飼
料
給
与
回
数
、
餌
寄
せ

回
数
、
給
与
量
な
ど
）

対　

策

１
．ル
ー
メ
ン
ア
シ
ド
ー
シ
ス

　

最
も
重
き
を
置
く
べ
き
点
か
と
思
い
ま

す
。
乳
脂
肪
は
ル
ー
メ
ン
由
来
の
脂
肪
酸

よ
り
生
成
さ
れ
る
割
合
が
高
い（
約
50
％
）

で
す
。
ル
ー
メ
ン
の
安
定
性
に
欠
け
た

際
、
乳
脂
肪
へ
の
影
響
も
大
き
な
も
の
と

な
り
ま
す
。

　

具
体
策
と
し
て
は
、

・
飼
料
中
の
穀
類
・
デ
ン
プ
ン
を
高
め
す

ぎ
な
い

・
消
化
性
の
良
い
粗
飼
料
の
給
与

※
粗
飼
料
の
発
酵
は
熱
を
伴
い
ま
す
。
暑

熱
期
な
ど
に
は
発
酵
飼
料
（
発
酵
Ｔ
Ｍ

Ｒ
、
ビ
ー
ル
粕
、
サ
イ
レ
ー
ジ
な
ど
）

の
使
用
も
検
討
く
だ
さ
い
。

︿
栄
養
的
な
要
因
﹀

☆
微
生
物
の
働
き
の
阻
害
要
因

・
不
飽
和
脂
肪
酸

・
ル
ー
メ
ン
内
に
お
け
る
発
酵
性
の
悪
化

・
ル
ー
メ
ン
ア
シ
ド
ー
シ
ス

・
給
与
戦
略

☆
乳
脂
肪
生
成
に
寄
与
す
る
要
因

・
粗
飼
料
発
酵
に
よ
る
酢
酸
生
成
（
消
化

・
重
曹
添
加

・
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
で
は
飼
槽
の
端
に
粗

飼
料
の
区
画
を
作
る

・
分
離
給
与
で
は
給
餌
回
数
を
増
や
す

・
Ｔ
Ｍ
Ｒ
で
は
粗
飼
料
の
切
断
長
の
調
整

（
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
セ
パ
レ
ー
タ
ー
で
検

証
す
る
必
要
あ
り
）

　

ま
た
、
デ
ン
プ
ン
の
一
部
を
糖
（
糖

蜜
、
糖
蜜
飼
料
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
粕
な

ど
）
に
置
き
換
え
る
こ
と
も
ル
ー
メ
ン
ア

シ
ド
ー
シ
ス
予
防
に
有
効
で
す
。（K

evin 
H

arvatine, Ph.D
.

）

２
．不
飽
和
脂
肪
酸
の
供
給
量
確
認

　

不
飽
和
脂
肪
酸
が
過
剰
だ
と
、
ル
ー
メ

ン
内
で
バ
ク
テ
リ
ア
の
働
き
が
阻
害
さ
れ

ま
す
。

　

不
飽
和
脂
肪
酸
が
比
較
的
多
く
含
ま
れ

る
飼
料
（
加
熱
大
豆
、
ビ
ー
ル
粕
、
綿
実

な
ど
）の
給
与
量
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

３
．乳
脂
肪
の
基
を
増
や
す

　

環
境
（
気
温
、
湿
度
、
換
気
、
快
適
性

etc

）
や
飼
料
給
与
面
な
ど
の
対
策
を
立

て
た
上
で
、
な
お
乳
脂
肪
が
低
い
際
に

は
、
乳
脂
肪
に
寄
与
し
や
す
い
と
言
わ
れ

て
い
る
油
脂
（
パ
ル
ミ
チ
ン
酸
）
製
品
の

使
用
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

本
会
で
は
パ
ル
ミ
チ
ン
酸
を
98
％
以
上

含
有
す
る
製
品
、
デ
ー
リ
ィ
パ
ル
98
を

扱
っ
て
お
り
ま
す
。

【飼料中成分】 【ルーメン】
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給
与
さ
れ
血
中
に
移
行
し
た
パ
ル
ミ

チ
ン
酸
は
、
他
の
脂
肪
酸
に
比
べ
乳
腺

で
特
に
取
り
込
ま
れ
や
す
い
た
め
、
乳

脂
肪
へ
の
反
映
が
顕
著
で
す
。（T

he 
Journal of N

utrition
, V

olum
e 

128

）

　

し
か
し
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
期
の
パ
ル
ミ

チ
ン
酸
給
与
は
脂
肪
組
織
の
脂
肪
分

解
、
炎
症
を
促
進
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。（de Souza

ら, 2017

）

４
．そ
の
他

・
ミ
ネ
ラ
ル
の
補
充
（
暑
熱
対
策
と
し

て
）

　

カ
リ
ウ
ム
：
暑
熱
ス
ト
レ
ス
下
で
は

乳
牛
の
カ
リ
ウ
ム
の
要
求
量
は
高
ま
り

ま
す
。（
１
・
２
～
１
・
５
％
以
上
）

　

ま
た
、
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
（
陽
イ
オ
ン
と
陰

イ
オ
ン
の
差
）
を
高
め
る
効
果
も
期
待

で
き
ま
す
。（H

oard's D
airym

an,V
ol.158,N

o.3,Feb.10,2013

）
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ

を
高
め
る
こ
と
は
、
搾
乳
牛
の
暑
熱
対

策
と
し
て
も
有
効
で
す
。

　

ル
ー
メ
ン
ア
シ
ド
ー
シ
ス
対
策
も
踏

ま
え
、
糖
蜜
の
給
与
・
増
給
も
検
討
く

だ
さ
い
。

　

重
曹
＆
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
：
重
曹
は

ル
ー
メ
ン
内
で
pH
の
緩
衝
作
用
を
持

ち
、
ル
ー
メ
ン
ア
シ
ド
ー
シ
ス
の
対
策
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
給
与
し
た
重
曹
の
約

１
／
３
程
度
の
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を
給
与
す

る
こ
と
で
乳
脂
肪
向
上
の
効
果
も
期
待
で

き
ま
す
。

　

重
曹
を
給
与
す
る
こ
と
で
、
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ

を
高
め
る
効
果
も
持
ち
え
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
重
曹
と
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を

含
量
し
た
製
品
、
デ
ー
リ
ィ
Mg
ソ
ー
ダ
を

扱
っ
て
お
り
ま
す
。

第
52
回
西
日
本
酪
農
青
年
女
性
会
議

酪
農
発
表
大
会
開
催

　

４
月
14
日
、
愛
媛
県
松
山
市
「
ホ
テ
ル

メ
ル
パ
ル
ク
松
山
」
で
第
52
回
西
日
本
酪

農
発
表
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

発
表
大
会
の
経
営
の
部
で
は
、
愛
媛
県

酪
農
経
営
者
協
議
会　

河
野
裕
喜
さ
ん
が

発
表
を
さ
れ
、
最
優
秀
者
と
し
て
地
区
代

表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

意
見
体
験
の
部
で
は
、
お
か
や
ま
酪
農

業
協
同
組
合
女
性
部　

有
安
亮
代
さ
ん
、

広
酪
メ
ン
バ
ー
ズ
ク
ラ
ブ　

山
尾
稔
之
さ

ん
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

有
安
さ
ん
は
お
か
ら
く
本
所
よ
り
リ

モ
ー
ト
で
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

審
査
講
評
で
は
、
酪
農
に
対
す
る
関
わ

り
、
目
標
と
夢
の
実
現
性
は
両
者
と
も
す

ば
ら
し
く
甲
乙
つ
け
が
た
い
が
、
地
域
行

事
へ
の
参
加
や
消
費
者
交

流
な
ど
を
通
じ
て
酪
農
の

楽
し
さ
を
伝
え
て
い
く
活

動
を
し
て
い
る
点
が
評
価

さ
れ
、
全
国
大
会
へ
は
、

広
酪
メ
ン
バ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

　

山
尾
稔
之
さ
ん
が
地
区

代
表
と
し
て
選
ば
れ
ま
し

た
。

　

第
50
回
全
国
酪
農
青
年

女
性
酪
農
発
表
大
会
は
７

月
14
日
～
15
日
東
京
都
江

東
区
「
ホ
テ
ル
イ
ー
ス
ト

21
東
京
」
に
て
開
催
さ
れ

ま
す
。
代
表
に
な
ら
れ
た

お
二
人
に
は
全
国
大
会
で

実
力
を
発
揮
さ
れ
ご
活
躍

さ
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。（生

産
支
援
課
）
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イ
ネ
Ｗ
Ｃ
Ｓ
で
低
カ
ル
シ
ウ
ム
血
症
を
予
防
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー　

畜
産
研
究
所

は
じ
め
に

　

現
在
、
飼
料
価
格
の
高
騰
が
酪
農
経
営

に
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に

輸
入
粗
飼
料
は
価
格
の
高
騰
に
加
え
、
入

手
自
体
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
代

替
の
国
産
粗
飼
料
を
検
討
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

代
替
品
と
し
て
思
い
浮
か
ぶ
も
の
の
ひ

と
つ
に
イ
ネ
Ｗ
Ｃ
Ｓ
（
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ

サ
イ
レ
ー
ジ
）
が
あ
り
ま
す
。
イ
ネ
Ｗ
Ｃ

Ｓ
は
、
比
較
的
安
価
で
入
手
し
や
す
い
飼

料
で
は
あ
る
も
の
の
、
酪
農
で
は
使
い
に

く
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

実
は
イ
ネ
Ｗ
Ｃ
Ｓ
は
、
カ
リ
ウ
ム
の
含

有
量
が
低
い
「
低
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
飼
料（
※
）」

で
、
乾
乳
期
に
給
与
す
る
と
泌
乳
初
期
の

低
カ
ル
シ
ウ
ム
血
症
予
防
効
果
が
期
待
で

き
る
飼
料
で
す
。

　

過
去
に
畜
産
研
究
所
で
行
っ
た
試
験
で

も
、
こ
の
効
果
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

※
低
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
飼
料

　

低
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
飼
料
と
は
、
カ
リ
ウ
ム
な

ど
陽
イ
オ
ン
含
量
が
低
い
飼
料
の
こ
と
で

す
。
低
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
飼
料
を
給
与
す
る
こ
と

で
、
血
液
pH
や
腸
管
内
の
pH
を
低
く
し
、

腸
管
か
ら
の
カ
ル
シ
ウ
ム
吸
収
や
、
骨
か

ら
の
カ
ル
シ
ウ
ム
動
員
を
促
進
し
、
低
カ

ル
シ
ウ
ム
血
症
の
発
生
を
抑
制
す
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

試
験
内
容

　

乾
乳
期
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
経
産
牛
12

頭
を
試
験
区
６
頭
、
対
照
区
６
頭
に
分

け
、
試
験
区
に
は
イ
ネ
Ｗ
Ｃ
Ｓ
を
主
体
と

し
た
飼
料
を
、
対
照
区
に
は
イ
タ
リ
ア
ン

サ
イ
レ
ー
ジ
を
主
体
と
し
た
飼
料
を
給
与

し
、
分
娩
前
後
の
採
食
量
、
体
重
、
尿

pH
、
血
中
カ
ル
シ
ウ
ム
濃
度
等
の
血
液
性

状
を
調
査
し
ま
し
た
。
給
与
飼
料
の
詳
細

は
表
１
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

乾
乳
後
期
に
は
、
こ
れ
に
加
え
て
泌
乳

期
用
の
Ｔ
Ｍ
Ｒ
を
慣
ら
し
の
た
め
少
量
給

与
し
、
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
の
給
与
を
停
止

し
ま
し
た
。

　

両
区
と
も
、
分
娩
直
後
の
低
カ
ル
対
策

と
し
て
カ
ル
シ
ウ
ム
剤
と
ビ
タ
ミ
ン
剤

（
Ａ
Ｄ
３
Ｅ
）
を
経
口
投
与
し
、
翌
日
さ

ら
に
カ
ル
シ
ウ
ム
剤
を
経
口
投
与
し
ま
し

た
。

試
験
結
果

　

分
娩
後
、
対
照
区
で
は
血
中
Ca
濃
度
が

７
㎎
／
㎗
以
下
と
な
り
治
療
を
行
っ
た
個

体
が
２
頭
い
た
の
に
対
し
て
、
試
験
区

で
は
８
・
５
㎎
／
㎗
以
上
で
推
移
し
ま
し

た
。（
表
２
）

　

図
１
に
示
す
血
中
Ca
濃
度
の
推
移
は
治

療
を
行
っ
た
個
体
を
含
ん
で
い
ま
す
が
、

分
娩
後
の
全
期
間
で
試
験
区
は

対
照
区
よ
り
高
値
を
維
持
し
て

い
ま
し
た
。

　

分
娩
後
の
乾
物
摂
取
量
は
試

験
区
の
方
が
多
い
傾
向
を
示
し

ま
し
た
。（
図
２
）

　

そ
の
他
の
血
液
性
状
お
よ
び

尿
pH
で
は
、
両
区
間
に
差
は
な

く
、
イ
タ
リ
ア
ン
サ
イ
レ
ー
ジ

に
替
え
て
イ
ネ
Ｗ
Ｃ
Ｓ
を
給
与

し
て
も
健
康
に
影
響
し
な
い
こ

と
も
分
か
り
ま
し
た
。

　

以
上
の
試
験
結
果
か
ら
、
イ

ネ
Ｗ
Ｃ
Ｓ
を
乾
乳
期
の
飼
料
と

し
て
利
用
す
る
と
、
健
康
に
影

響
を
与
え
ず
、
分
娩
後
の
低
カ

ル
シ
ウ
ム
血
症
を
抑
制
す
る
効

果
が
期
待
で
き
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

最
後
に

　

イ
ネ
Ｗ
Ｃ
Ｓ
利
用
の
手
始
め

と
し
て
、
乾
乳
期
の
購
入
乾
草

に
置
き
換
え
て
利
用
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

イ
ネ
Ｗ
Ｃ
Ｓ
の
開
封
後
の
変

敗
を
防
ぐ
保
存
方
法
な
ど
、
試

験
の
詳
細
に
つ
い
て
は
畜
産
研

究
所
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

表１　給与飼料メニュー
乾乳期に、試験区には岡山県内で生産されたイネＷＣＳ（たちすずか）、対照区には当研究所内で生
産されたイタリアンサイレージを主体とする飼料を給与した。

時期
共通 試験区 対照区

ドライ
アシスト

ビート
パルプ チモシー 泌乳期

TMR 炭カル イネWCS イタリアン
サイレージ

乾
乳
期

２ヶ月前〜　　
　　　３週間前 １㎏ １㎏ ３㎏ − 100ｇ 飽食 飽食

３週間前〜　　
　　　２週間前 ２㎏ １㎏ ３㎏ − − 飽食 飽食

２週間前〜　　
　　　１週間前 ３㎏ １㎏ ３㎏ − − 飽食 飽食

１週間前〜分娩 ４㎏ １㎏ ３㎏ ４㎏ − 飽食 飽食

泌
乳
期

分娩〜１週間　 − ２㎏ 飽食 20㎏ 100ｇ − −

１週間後〜　　 − ２㎏ 飽食 飽食 100ｇ − −
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表２　低カルシウム血症発症頭数
分娩後、対照区では２頭低カルシウム血症が発症した。試験区は０頭。

図１　血中カルシウム濃度
分娩後の全期間で試験区は対照区より高値を維持して
おり、乾乳期にイタリアンサイレージに替えてイネＷ
ＣＳを給与すると、低カルシム血症が抑制されること
が示唆された。

図２　分娩後のTMR乾物摂取量
ＴＭＲの摂取量はイネＷＣＳを給与した試験区の方が
多い傾向を示しており、試験区が順調に伸びたのに対
して対照区では低カルシウム血症の影響で採食量が落
ちた。

試験頭数 低カル血症発症頭数 発症率

試験区（イネＷＣＳ主体） ６ ０ ０％

対照区（イタリアンサイレージ） ６ ２ 33％

分娩からの日数

血
中
Ca
濃
度

岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟
役
員
研
修
会
開
催

　

４
月
23
日
、
湯
郷　

竹
亭
に
お
い
て
、

岡
山
県
酪
政
連
役
員
・
委
員
・
関
係
者
総

勢
27
名
出
席
の
も
と
、
小
野
田
紀
美
国
会

議
員
を
お
招
き
し
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
三
宅
譲
次
委
員
長
か

ら
国
内
情
勢
の
動
向
、
中
央
の
酪
農
政

策
、
酪
農
関
連
要
請
な
ど
の
報
告
を
含
め

た
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
県
畜
産
課　

藤
原　

努

課
長
よ
り
岡
山
県
の
酪
農
情
勢
に
つ
い
て

情
報
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

研
修
会
終
了
後
の
、
意
見
交
換
に
移

り
、
委
員
の
方
々
か
ら
、

※
酪
農
情
勢
は
、
飼
料
価
格
の
高
騰
、
供

給
不
足
、
さ
ら
に
生
乳
の
需
給
緩
和
等

に
よ
り
所
得
は
大
き
く
減
少
し
、
未
曾

有
の
危
機
的
状
況
下
と
な
っ
た
。
こ
の

ま
ま
で
は
、
廃
業
者
が
続
出
し
生
産
基

盤
崩
壊
が
予
想
さ
れ
る
。
国
は
も
と
よ

り
県
に
対
し
て
も
早
急
な
対
策
の
検
討

を
お
願
い
し
た
い
。

※
指
定
団
体
下
の
酪
農
家
は
、
脱
粉
、
バ

タ
ー
の
過
剰
在
庫
低
減
対
策
と
し
て
生

産
者
と
乳
業
と
で
基
金
を
創
設
し
、
脱

粉
の
輸
入
代
替
措
置
を
講
じ
、
若
齢
雌

牛
の
早
期
淘
汰
に
よ
る
生
乳
生
産
抑
制

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
生
産
者
は

０
・
49
円
／
㎏
を
拠
出
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
一
方
で
、
北
海
道
で
は
生
産

抑
制
方
針
が
決
定
さ
れ
、
一
部
生
乳
の

出
荷
先
を
農
協
系
統
外
に
切
替
え
、
牛

乳
・
乳
製
品
の
乱
廉
売
に
つ
な
が
り
か

ね
な
い
状
況
に
あ
る
。
系
統
外
出
荷
乳

量
に
つ
い
て
は
拠
出
金
が
付
与
さ
れ
な

い
こ
と
も
踏
ま
え
、
再
度
畜
安
法
の
見

直
し
を
お
願
い
し
た
い
。

※
国
は
、
自
給
飼
料
増
産
を
奨
励
し
な
が

ら
、
水
田
活
用
交
付
金
が
減
額
さ
れ
、

乳
牛
は
生
産
基
盤
拡
大
加
速
化
事
業
が

中
止
さ
れ
る
な
ど
、
場
当
た
り
的
な
施

策
に
し
か
思
え
な
い
。
農
水
省
に
は
中

長
期
的
な
食
糧
戦
略
を
見
据
え
た
施
策

の
検
討
を
行
う
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

等
々
、
小
野
田
議
員
・
藤
原
畜
産
課
長
に

切
実
な
要
望
を

し
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り

ま
し
た
が
、
こ

の
研
修
会
に
参

加
し
て
く
だ

さ
っ
た
皆
様
に

は
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
酪
政
連事

務
局
）
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「
供
卵
牛
情
報
と
採
卵
計
画（
６
月
分
）」に
つ
い
て

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー　

畜
産
研
究
所

　

６
月
の
採
卵
計
画

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ご
利
用
の
場
合
や

よ
り
詳
細
な
情
報
が

必
要
な
場
合
は
、
最

寄
り
の
家
畜
保
健
衛

生
所
、
受
精
卵
移
植

師
の
方
等
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
供
卵
牛
の

評
価
を
牛
群
検
定
成

績
か
ら
行
う
た
め
、

検
定
参
加
農
家
の
方

を
譲
渡
対
象
と
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
採
卵
予
定

日
や
交
配
予
定
種
雄

牛
は
牛
の
体
調
・
精

液
の
確
保
状
況
等
に

よ
り
、
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
願
い
ま
す
。

　

７
月
の
採
卵
は
７

日
㈭
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

※
ご
意
見
あ
り
ま
し

た
ら
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

上段：供卵牛（元系統）識別番号 牛群改良情報（2022.２月）
採卵

予定日中段：交配予定種雄牛
評価種別・各指数・評価値

下段：改良の方向性

ＯＡＣ　キアリス　ハイヌーン　キルア　キヤロツトＫ　ＥＴ
（コスモポリタン）

1354972012

６／９

交配予定♂：パインツリー　Ｉ　パースーツ　ＥＴ
（米TPI第６位）

キルアの特徴は何といっても、「総合指数で当
所トップ（GEBV評価牛中）」であることです。
また、脂肪も無脂固形も高く、在群能力も高い
ため、長命連産効果を押し上げています。今回
は、疾病繁殖成分の改善を狙い、パースーツを
交配します。

デイベロツプ　ソリユーシヨン　プリン　９６８５　ＥＴ
（ペニア）

1536996850

交配予定♂：パインツリー　Ｉ　パースーツ　ＥＴ
（米TPI第６位）

プリンは「高い乳脂量と速い搾乳速度」が特徴
で、乳脂率対策にも期待が持てます。今回は、
パースーツを交配して、より適正な乳頭配置、
疾病繁殖成分の改善を狙っています。

ＯＡＣ　シドニー　ロートラスト　シエラ　サニー　ＥＴ
（シドニー）
1546371654

交配予定♂：ジエノソース　キヤプテン　ＥＴ
（ヤングサイア）

シエラは、サニーの血を色濃く反映する乳器の
良さを持ち、付着、高さ、懸垂、配置等による
搾りやすさと持続する乳量により「気持ちよく
搾れる牛」です。今回は、乳成分や繁殖性の改
良を狙い、キャプテンを交配します。キャプテ
ンはヤングサイアのため、クラスター事業対象
外です。

※GEBV：EBV＋ゲノミック、GPI：ゲノミックのみ　の評価値です。
※GPI評価の％順位は比較のため、換算表を用いてEBVの％順位に換算しています。

GEBV
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133596
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総合指数
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1%
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令
和
４
年
度
生
乳
課
拠
出
金
に
つ
い
て

令
和

４
年

度
の

酪
農

振
興

対
策

へ
の

全
国

的
な

取
り

組
み

に
係

る
中

央
拠

出
金

等
は

以
下

の
と

お
り

で
す

。
１

．
拠

出
金

等
の

対
象

事
業

名
及

び
内

容
拠

出
金

・
賦

課
金

名
称

（
　

）
は

乳
代

精
算

書
の

控
除

の
名

称
区

分
拠

出
金

単
価

（
生

乳
㎏

当
た

り
）

拠
　

出
　

先
事

　
　

　
業

　
　

　
概

　
　

　
要

備
　

考
用

　
　

途
単

　
　

価
［

Ａ
］

消
費

拡
大

資
金

　
　

　（
消

費
拡

大
資

金
）

継
続

受
託

販
売

総
量

20銭
（

前
年

同
額

）
課

税
対

象
取

引
（

内
税

処
理

）
［

Ｂ
］

Ｊ
ミ

ル
ク

事
業

拠
出

金
　

　
　（

Ｊ
ミ

ル
ク

拠
出

金
）

継
続

①
飲

用
等

向
け

５
銭

（
前

年
同

額
）（

一
社

）中
央

酪
農

会
議

経
由

Ｊ
ミ

ル
ク

　
Ｊ

ミ
ル

ク
が

実
施

す
る

普
及

及
び

流
通

関
連

事
業

を
実

施
課

税
対

象
取

引
（

内
税

処
理

）
②

乳
製

品
向

け
２

銭
（

前
年

同
額

）
［

Ｃ
］

酪
農

理
解

促
進

広
報

事
業

　
　

　（
酪

農
理

解
促

進
広

報
事

業
）

継
続

受
託

販
売

総
量

４
銭

（
前

年
同

額
）（

一
社

）中
央

酪
農

会
議

酪
農

教
育

フ
ァ

ー
ム

関
連

活
動

及
び

消
費

者
交

流
等

、
及

び
ミ

ル
ク

ク
ラ

ブ
等

を
通

じ
た

情
報

発
信

課
税

対
象

取
引

（
内

税
処

理
）

［
Ｄ

］
牛

乳
消

費
促

進
対

策
事

業
　

　
　（

牛
乳

消
費

促
進

対
策

事
業

）
継

続
飲

用
等

向
け

10銭
（

前
年

同
額

）（
一

社
）中

央
酪

農
会

議
「

ミ
ル

ク
・

ジ
ャ

パ
ン

」
事

業
の

実
施

課
税

対
象

取
引

（
内

税
処

理
）

［
Ｅ

］
Ｂ

Ｓ
Ｅ

対
策

等
互

助
基

金
　

　
　（

Ｂ
Ｓ

Ｅ
対

策
等

互
助

基
金

）
継

続
受

託
販

売
総

量
１

銭
（

前
年

同
額

）（
一

社
）中

央
酪

農
会

議
Ｂ

Ｓ
Ｅ

発
生

農
家

へ
の

経
営

継
続

支
援

及
び

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
リ

ス
ト

、
管

理
物

質
定

期
検

査
に

お
け

る
被

害
農

家
の

損
害

補
填

等
課

税
対

象
取

引
（

内
税

処
理

）
［

Ｆ
］

需
給

調
整

機
能

強
化

全
国

支
援

事
業

　
　

　（
需

給
調

整
機

能
強

化
全

国
支

援
事

業
）

継
続

受
託

販
売

総
量

１
銭

（
前

年
同

額
）（

一
社

）中
央

酪
農

会
議

生
乳

供
給

情
報

シ
ス

テ
ム

サ
ー

バ
ー

維
持

・
保

守
等

課
税

対
象

取
引

（
内

税
処

理
）

［
Ｇ

］
加

工
原

料
乳

等
生

産
者

経
営

安
定

対
策

　
　

　（
経

営
安

定
対

策
積

立
金

）
継

続
乳

製
品

向
け

（
希

望
者

に
限

る
）

20銭
（

前
年

同
額

） （
一

社
）中

央
酪

農
会

議
（

生
産

者
積

立
金

は
、中

国
生

乳
販

連
で

管
理

）

加
工

原
料

乳
価

格
の

低
落

時
に

お
け

る
補

填
基

金
事

業
生

産
者

：
国

＝
１

：
３

の
割

合
で

生
産

者
基

金
を

造
成

☆平成30年度より補給金交付の必須要件から外れるため、事業参加は任意となる
課

税
対

象
外

（
不

課
税

）
［

Ｈ
］

乳
製

品
在

庫
調

整
対

策
事

業
賦

課
金

　
　

　（
乳

製
品

在
庫

調
整

対
策

事
業

）
新

規
受

託
販

売
総

量
45銭

 
（

一
社

）中
央

酪
農

会
議

経
由

Ｊ
ミ

ル
ク

脱
脂

粉
乳

の
在

庫
削

減
対

策
に

お
け

る
中

央
拠

出
金

課
税

対
象

外
（

不
課

税
）

［
Ｉ

］
酪

農
経

営
改

善
・

需
給

均
衡

対
策

事
業

　
　

賦
課

金
　

　
　（

経
営

改
善

需
給

均
衡

対
策

事
業

）
新

規
受

託
販

売
総

量
４

銭
（

一
社

）中
央

酪
農

会
議

出
荷

抑
制

対
策

（
低

能
力

牛
淘

汰
奨

励
）

に
お

け
る

中
央

拠
出

金
課

税
対

象
取

引
（

内
税

処
理

）
［

Ｊ
］

生
産

基
盤

活
性

化
対

策
・

生
乳

共
販

　
　

体
制

維
持

強
化

対
策

資
金

　
　

自
然

災
害

時
乳

代
見

舞
金

制
度

　
　

　（
生

産
基

盤
活

性
化

対
策

資
金

）
継

続
受

託
販

売
総

量
17銭

（
前

年
同

額
）

中
国

生
乳

販
連

計
画

生
産

運
用

途
上

に
お

け
る

需
給

変
動

へ
の

対
応

及
び

生
産

基
盤

維
持

・
拡

大
と

生
乳

共
販

体
制

の
維

持
強

化
へ

の
対

応
、

自
然

災
害

に
よ

る
生

乳
廃

棄
に

対
す

る
見

舞
金

制
度

課
税

対
象

取
引

（
内

税
処

理
）

［
Ｋ

］
酪

農
理

解
醸

成
活

動
事

業
　

　
　（

酪
農

理
解

醸
成

活
動

事
業

）
継

続
飲

用
等

向
け

５
銭

（
前

年
同

額
）

中
国

生
乳

販
連

平
成

26年
度

よ
り

中
国

生
乳

販
連

が
実

施
す

る
乳

価
交

渉
及

び
牛

乳
需

要
喚

起
等

に
係

る
経

費
課

税
対

象
取

引
（

内
税

処
理

）
　

①
［

Ａ
］

の
消

費
拡

大
資

金
に

は
、

岡
山

県
酪

農
乳

業
協

会
拠

出
金

及
び

お
か

ら
く

消
費

拡
大

事
業

を
含

み
ま

す
。

　
②

［
Ｅ

］
の

Ｂ
Ｓ

Ｅ
対

策
事

業
は

基
金

造
成

に
よ

る
運

営
で

あ
り

、
当

該
年

度
当

初
に

造
成

す
る

た
め

、
前

年
度

受
託

販
売

総
量

を
対

象
と

い
た

し
ま

す
。

　
③

［
Ｂ

］
〜

［
Ｇ

］
の

事
業

に
お

い
て

実
施

後
に

残
預

金
が

生
じ

た
場

合
は

、
拠

出
実

績
に

応
じ

た
返

還
を

い
た

し
ま

す
。

　
④

［
Ｊ

］
〜

［
Ｋ

］
の

事
業

は
中

国
生

乳
販

連
で

管
理

・
運

用
を

い
た

し
ま

す
。

２
．

拠
出

方
法

　
①

令
和

４
年

４
月

１
日

出
荷

生
乳

か
ら

対
象

と
い

た
し

ま
す

。
　

②
上

記
拠

出
金

・
賦

課
金

名
称

に
係

る
月

別
必

要
拠

出
額

（
用

途
別

数
量

×
単

価
）

を
受

託
数

量
に

応
じ

て
拠

出
を

お
願

い
し

ま
す

。
３

．
中

販
連

の
助

成
　
新
規
助
成
金
支
出
に
よ
る
生
産
者
負
担
の
軽
減
措
置
と
し
て
「
乳
製
品
在
庫
調
整
対
策
事
業
生
産
者
助
成
金
」
の
名
称
で
10銭

/㎏
（
内
税
）
助
成
。

　
令

和
４

年
４

月
分

乳
代

よ
り

乳
代

精
算

書
に

加
算

処
理

。（
支

払
期

間
は

原
則

と
し

て
１

年
間

）
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牛舎の暑さ対策は万全ですか？
断熱塗装事例のご紹介

　昨年夏に暑熱対策の補助金を活用して断熱塗料
ワコーエコシールドを塗装した広島での事例を紹
介します。１回の塗装で約10年の耐久性が見込ま
れており、その間スプリンクラーの水代など夏場
の暑熱対策費用の削減が期待できます。
◆問い合わせ先
　各事務所または総務部経営支援課まで

１．頭数が増頭しているにも関わらず平
均乳量の増加につながった。

２．診療にかかる頭数が激減した。
３．反芻もしっかりしている牛が多く、

発情兆候もよく見られた。

＜想定条件＞
●乳牛頭数：50頭
●牛舎屋根面積：約800㎡
●牛舎屋根素材：ガルバリウム鋼板
●断熱塗料：ワコーエコシールド
●必要塗料量：25缶
●搾乳量増加想定：269,100円/年

＜算出結果＞
■ワコーエコシールド材料費
　　1,050,000円
■暑熱対策補助金（材料代の1/2）を活用すれば…
　　525,000円　※施工費は別途
■材料費回収目安
　　約1.95年

区分／検定日 2019.8.12 2020.8.4 2021.8.2
①断熱塗装有無 − − ○
②前日最高気温（℃） 35.6 33.2 36.1
③最高気温の平均（℃） 26.6 27.3 25.2
④搾乳牛頭数（頭） 28 31 46
⑤平均乳量１頭あたり（㎏） 32.4 32.7 33.7
⑥平均搾乳日数（日） 214 220 233
⑦乳脂肪（％） 3.86 4.01 3.68
⑧無脂固形分率（％） 8.56 8.62 8.74

写真①、②は、昨年７月25日に撮影したサーモ
グラフィーです。
写真①は、無塗装屋根の表面温度が高いことが
分かります。
写真②は、断熱塗料ワコーエコシールドを塗装
した屋根の表面温度で、写真①と比べると大き
く温度が下がっていることが分かります。

写真③、④は、牛舎内の断熱未塗装と塗装済の
牛のようすです。
写真③は、断熱未塗装で、パンティングこそな
いものの暑熱ストレスにより、立っている牛が
ほとんどです。
写真④は、ワコーエコシールド塗装済で、パン
ティングもなく、ほとんどの牛が、暑熱ストレ
スが減り、横臥しています。

断熱塗料ワコーエコシールドの遮断熱効果検証

検証まとめ

暑熱対策補助金と材料費回収の目安　ワコーエコシールドと「暑熱対策補助金」を活用した一例です

①…［屋根］無塗装箇所 ②…［屋根］断熱塗装箇所 ③…［牛舎内］断熱未塗装 ④…［牛舎内］断熱塗装済

施工農家結果

66.2℃ 35.3℃
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事

報

理

会

告

　

令
和
４
年
３
月
31
日
、
第
２
５
６
回
理

事
会
を
理
事
10
名
、
監
事
３
名
が
出
席

し
、
開
催
し
た
。

　

長
恒
組
合
長
よ
り
酪
農
一
般
情
勢
等
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
次
の
事
項
を
協
議
し
、
決
定

し
た
。

○
令
和
３
年
度
生
乳
需
給
安
定
化
対
策

　

令
和
３
年
度
２
月
の
生
乳
需
給
安
定
化

対
策
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
し

た
。

○
出
資
減
口
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

酪
農
中
止
者
に
よ
る
減
資
申
し
込
み
が

１
件
あ
り
、
や
む
な
く
１
件
の
出
資
減
口

の
申
し
込
み
を
承
認
し
た
。

○
令
和
４
年
度
搾
乳
素
牛
導
入
対
策
事
業

の
取
り
組
み
及
び
補
助
事
業
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
度
も
搾
乳
素
牛
導
入
事
業
に

取
り
組
む
と
共
に
国
補
助
事
業
及
び
単
県

補
助
事
業
も
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

○
車
輛
管
理
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

道
路
交
通
法
施
行
規
則
が
改
正
さ
れ
、

車
両
運
転
前
後
の
酒
気
帯
び
の
確
認
と
そ

の
記
録
の
作
成
が
加
わ
っ
た
こ
と
を
受

け
、
車
輛
管
理
規
程
変
更
に
つ
い
て
協
議

し
承
認
し
た
。

○
令
和
３
年
度
内
部
監
査
の
報
告
に
つ
い

て

　

令
和
３
年
度
内
部
監
査
の
内
容
を
報
告

し
、
確
認
し
た
。

○
令
和
４
年
度
内
部
監
査
年
間
計
画
及
び

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
計
画
に
つ
い

て

　

令
和
４
年
度
内
部
監
査
年
間
計
画
に
つ

い
て
協
議
し
、
全
部
署
対
象
に
実
施
す
る

こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
研
修
計
画
に
つ
い
て
も
、
年
間
計
画
を

策
定
し
た
。

○
会
計
シ
ス
テ
ム
の
リ
ー
ス
契
約
に
つ
い

て

　

会
計
シ
ス
テ
ム
の
リ
ー
ス
業
者
の
決
定

に
つ
い
て
協
議
し
承
認
し
た
。

○
役
員
賠
償
責
任
保
険
の
継
続
加
入
に
つ

い
て

　

賠
償
責
任
な
ど
の
リ
ス
ク
に
備
え
保
険

に
継
続
加
入
す
る
こ
と
を
了
承
し
た
。

○
評
議
員
会
の
報
告
に
つ
い
て

　

評
議
員
会
で
提
出
さ
れ
た
質
問
へ
回
答

を
協
議
し
承
認
し
た
。

○
年
度
末
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

　

職
員
の
年
度
末
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

協
議
し
承
認
し
た
。

○
報
告
事
項

　

定
例
監
事
監
査
の
日
程
に
つ
い
て
、
生

乳
取
引
実
態
全
国
調
査
の
結
果
に
つ
い

て
、
飼
料
高
騰
に
係
る
岡
山
県
知
事
へ
の

要
望
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

●

●

●

ひ

ろ

ば

　

今
年
度
よ
り
、
鏡
野
Ｃ
Ｓ
か
ら
び
ほ

く
事
務
所
に
異
動
と
な
り
、
一
度
は

行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
鶴
山
公

園
へ
行
き
ま
し
た
。

広
が
っ
て
い
て
、
桜
の
木
を
上
か
ら
見

る
こ
と
は
な
か
な
か
な
い
の
で
、
ま
た

違
っ
た
桜
の
楽
し
み
方
を
す
る
こ
と
も

で
き
ま
し
た
。

　

鶴
山
公
園
に
は
約
千
本
の
桜
の
木
が

植
え
ら
れ
て
お
り
、
夜
に
は
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
る
み
た
い
で
す
。

　

来
年
は
夜
桜
を
見
に
訪
れ
た
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

千
本
桜

南
支
所
び
ほ
く
事
務
所　

　

赤
木
宏
一
郎

　

天
気
も
良
く
、
津
山
さ
く

ら
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
て
お

り
、
多
く
の
家
族
連
れ
が
花

見
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

屋
台
が
並
ん
で
お
り
、
久

し
ぶ
り
の
屋
台
が
嬉
し
く
、

少
し
暑
か
っ
た
の
で
水
分
補

給
に
レ
モ
ネ
ー
ド
を
購
入

し
、
散
歩
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

満
開
の
桜
の
ト
ン
ネ
ル
を

抜
け
て
階
段
を
登
っ
て
い
く

と
、
最
上
段
に
は
ひ
と
き
わ

大
き
な
木
が
あ
り
、
白
い
花

を
つ
け
た
桜
の
木
、
大
島
桜

が
あ
り
ま
し
た
。
花
は
そ
れ

ほ
ど
咲
い
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
立
派
な
様
に
気
付
い

た
ら
足
を
止
め
て
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　

最
上
段
か
ら
見
下
ろ
す

と
、
薄
桃
色
の
桜
の
絨
毯
が
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入
江
部
長

小
椋
参
事

赤
木
課
長

遠
藤

延
藤
課
長

神
野
課
長
代
理

大
西
課
長

清
水
所
長

西
原
課
長

本
城
部
長

保
田
課
長

土
居

中
尾

中
尾

片
山 湯

浅

小
山

高
橋

仲
矢

小
島
課
長

藤
澤
室
長

奥
野 河

本

粟
井

横
山

日
野長

須
森
崎

樋
口

妹
尾

田
中

午
道

岡
山

佐
倉

高
橋

池
田

植
月

林
田

兼
宗 水

島
早
瀬

矢
野

山
中

直
原

内部監査室

生乳課・鏡野ＣＳ

総　務　部事業本部・流通課

購買課・津山ＳＰ 生産支援課

津山支所

令和４年
おからく職員
顔ぶれ

英保森中
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山
本
所
長

高
橋
所
長

難
波
所
長

花
本

枝
木赤

木

小
椋

坂
手

豊
浦奥

山
向
井

西
山

佐
久
間（
ヘ
ル
パ
ー
）

真
壁 武

田

尾
崎

廣
金（
ヘ
ル
パ
ー
）

池
田
所
長

濵
田

阿
部

青
草

溝
渕大

久
保

田
端

岸
本

早
川

有
安

馬
澄

髙
田

齊
藤

岡
本

片
岡 山

口

南支所・備南事務所

蒜山事務所ヘルパー 津山支所ヘルパー

南支所・びほく事務所・ヘルパー

南支所・西大寺事務所 津山支所・蒜山事務所

備南事務所ヘルパー 西大寺事務所ヘルパー

川口

11 2022.5月号 2022.5月号

2005.11・12月号 2005.11・12月号



生乳販売量（令和３年度）

7，0００

7，５００

8，０００

8，５００

9，０００
ｔ

購買取扱数量（令和３年度）生乳販売量（令和２年度） 購買取扱数量（令和２年度）

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３
4，5００

5，0００

5，５００

6，0００

6，５００
ｔ

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

お か ら く 事 業 実 績

1t＝0.0281t＝0.028

生　乳　統　計 ※中央酪農会議速報より抜粋

全 国

岡山県

北海道

月

３

３
４～３

４～３
３

用　途　別　処　理　量（トン)
飲用乳等向け 乳製品等向け そ　の　他

前　年　比（％)
生　産 飲　用 その他地 域 生産量（トン) 乳製品

６３４,５５９
７,２３４,６７２

８,８００
９７,６４０
３５８,５２１

,

２９２,９５２
３,６４４,１７２

８,０７０
９２,６２０
５９,７３４

１９０,１１１
１,８５６,９７２

５９０
３,６４７

１５２,５０４

１５１,４９６
１,７３３,５２０

１４０
１,３７４

１４６,２８３

101.9 
102.4 
100.1 
98.8 
103.6 

97.7 
97.9 
98.3 
97.8 
97.3 

111.0 
109.9 
131.1 
127.3 
110.3 

99.9 
104.5 
106.1 
111.0 
100.0 

6,304

6,2758,812

8,820

　

４
月
に
つ
い
て
は
、
夏
分
娩
に
移
行
し
て
い
く
時
期
の
う
え
、
生
乳
生
産
抑
制
に
向

け
て
出
回
り
頭
数
の
増
加
も
重
な
り
、
平
均
価
格
は
税
込
59
万
円
（
前
月
比
６
万
５
千

円
安
）
と
弱
含
み
で
推
移
し
ま
し
た
。

　

５
月
に
つ
い
て
は
、
出
回
り
は
夏
分
娩
中
心
と
な
り
、
道
内
外
と
も
に
引
き
合
い
は

さ
ら
に
弱
ま
る
と
予
想
さ
れ
、
相
場
は
弱
含
み
で
推
移
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

北
海
道
初
妊
牛
価
格

５月の主な行事
６日　定例監事監査

９日　定例監事監査

10日　蒜山地区ブロック会議

11日　岡山県畜産共進会打合せ会議

12日　勝英地区ブロック会議

17日　岡山県酪農乳業協会役員会

18日　備南地区ブロック会議

20日　津山・真南地区ブロック会議

23日　西大寺地区ブロック会議

25日　管理職会議

６月

１日　理事会

２日　牛乳月間　県知事訪問

８日　びほく地区ブロック会議

22日　第９回通常総会
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